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研究テーマ

環境の温度・光を直接受容して利用する中枢神経系の生

理機能に関する研究。

甲殻類の心臓・循環系の機能調節に関する生理学的研究。

研究概要

　どんな複雑な動物の運動も、単純なリズム運動がいく

つか合わさってできている。高等動物の運動の原型は中

枢神経系で作られ、運動神経により筋肉を動かして起こ

る。この運動の結果は感覚器からの情報をもとにして調

節される。いろいろな運動の発生と調節のメカニズムを

知るためには、結局、神経系のリズム合成とその調節の

しくみを解明する必要がある。このリズムを発生し、合

成する神経回路と調節神経系が、歩行、遊泳などの移動

運動を起こす基本になっており、内臓の運動を起こする

ものとも共通している。この研究の歴史で、エビやカニ

(甲殻類 )の心臓や胃を動かす神経系がいちばん優れた

研究対象であった。私たちは、この研究をイセエビの心

臓を用い、今から 50 年ほど前に、世界で初めて、下田

臨海実験所（現在センター）で開始した。そして今日ま

で研究し続けており、心臓自身のはたらきや中枢神経系

（脳）による調節の巧妙な仕組がわかってきた。さらに、

最近、体温低下に対抗して活動を高めるホルモンを放出

する神経系の仕組を見つけた結果、エビたちも、体温変

化に対処する神経メカニズムをもっていることが暗示さ

れてきた。

動物生理学研究にイセエビが用いられる理由

1. イセエビは、地球上で一番繁栄している節足動物の

仲間であり、大きいので実験しやすい。 また、研究も進

んでいるが、まだ多くの秘密をもっている。

2. エビの心臓の内部には、９個の神経細胞をふくむ神

経系があり、この神経がつくった活動を心臓の筋肉に伝

えて動き、体外に取り出しても拍動しつづける。

3. エビの心臓は、身体の骨格筋と脳と似た関係で活動

しているので、脳 (腹髄 )の働きは、心臓を動かしてい

る神経系の仕組と比較しながら研究して行けるし、動物

の動くメカニズム (生命の原理：生理 )が追究できる。
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